


は
じ
め
に

な

る

せ

じ
ん
ぞ
う
　
　
　
　
　
　
　
！

日
本
女
子
大
学
の
創
立
者
一成
瀬
仁
蔵
は
、　

一
人
五
八

（安
政
五
）
年
に
現
在
の
山
口
市
吉
敷
に
誕
生
し
ま
し
た
。

幕
末

維
新
の
風
が
吹
き
荒
れ
る
長
州
藩
に
下
級
武
士
の
子
と
し
て
生
を
受
け
た
成
瀬
は
、

新
し
い
日
本
を
作
り
た
い
と
い
う
大

志
を
抱
き
、

単
身
、

荒
海
へ
と
漕
ぎ
出
し
ま
し
た
。

生
涯
、

そ
の
志
を
貫
き
通
し
た
成
瀬
に
は
、

主
に
三
つ
の
顔
が
あ
り
ま
す
。

第

一
が

「宗
教
家
」
と
し
て
の
顔
で
す
。

故
郷
を
出
て
大
阪
の
浪
花
教
会
で
受
洗
後
、

牧
師
と
な
り
、

奈
良
や
新
潟
な
ど
で
熱
心
な
伝
道
活
動
を
行
な
い
ま
す
。

第
二
の
顔
が

「教
育
者
」
と
し
て
の
も
の
で
す
。

大
阪
で
は
梅
花
女
学
校
の
主
任
教
師
を
務
め
、

新
潟
に
赴
任
後
は
新

潟
女
学
校
を
設
立
す
る
な
ど
女
子
の
中
等
教
育
に
従
事
し
ま
す
。

そ
し
て
一
九
〇

一
（明
治
三
四
）
年
、
日
本
で
最
初
の

組
織
的
な
女
子
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
日
本
女
子
大
学
校
を
創
設
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
第
三
の
顔
と
し
て

「社
会
活
動
家
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

思
想
団
体
で
あ
る
帰

一
協
会
を
設
立
す
る
な
ど
、

世

界
の
平
和
を
探
求
す
る
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

成
瀬
は
し
ば
し
ば
、
自
ら
の
生
涯
の
目
的
は

「天
職
」
を
全
う
す
る
こ
と
だ
と
日
記
に
記
し
て
い
ま
す
。
「天
職
」

そ
れ
は
理
想
的
な
社
会
を
創
る
こ
と
で
し
た
。

彼
が
見
せ
た
様
々
な
顔
は
、

す
べ
て
こ
の
自
分
に
与
え
ら
れ
た
使
命
に
繋

が
っ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

「天
職
」
に
生
き
た

一
人
の
サ
ム
ラ
イ
の
、

波
欄
に
富
ん
だ
生
涯
を
こ
こ
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。



維
新
動
乱
の
舞
台

長
州
に
誕
生

成
瀬
仁
蔵
は
一
人
五
人

（安
政
五
）
年
、

現
在
の
山
田
市
吉
敷

に
誕
生
し
ま
し
た
。

父
は
吉
敷
毛
利
家
の
祐
筆
を
つ
と
め
る
下
級

武
士
で
、

村
内
の
教
育
に
も
あ
た
つ
て
い
ま
し
た
。

母
は
近
村
の

武
家
の
出
身
で
、

成
瀬
に
は
姉
と
弟
が
い
ま
し
た
。

一一一一一一一一一一！一一一一砕璃
！！一　　才

成瀬の故郷 吉敷村。
いずみやま                  せ んざん

後方の山は泉山。成瀬は後に雅号を 「泉山」と称した。

山
間

の
自
然

豊
か
な
村

で
育

っ
た
成
瀬
は
、

近

所

の
神
社
や
川

を
飛
び
回
る
活

発
な
少
年
と
な

ヶ
ま
し
た
。

工
歳

頃
か
ら
は
郷
校

憲
章
館
に
通
い
、

学
問
や
武
道

に

も
励
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、

家
の

私
塾
を
手
伝
う

一
方
、

父
の
勧
め
で
近
隣
の
医
師
の
助
手
と
な
り

ま
す
が
、
「人
の
身
体
を
い
じ
く
る
こ
と
な
ど
は
つ
ま
ら
な
い
。

何

か
天
下
の
事
を
し
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

幕
末
維
新
の
舞
台
と
な
つ
た
長
州
は
、

そ
の
後
の
日
本
を
リ
ー

ド
す
る
人
物
を
幾
人
も
輩
出
し
た
土
地
柄
で
し
た
。

小
さ
な
サ
ム

ラ
イ
で
あ
つ
た
成
瀬
少
年
も
「ア
ン
ビ
シ
ヤ
ス
で
あ
っ
た
」
の
で
す
。

上/成 瀬公園。成瀬の生家跡

には本学の卒業生によって碑

が建てられ、現在、山田市の

史跡となっている。

左/成 瀬が少年の頃に遊んだ

吉期 ||
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宗
教
心
の
芽
生
え

成
瀬
は
少
年
時
代
に
家
族
を
次
々
と
失
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
七

歳
で
母
親
と
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
祖
母
を
亡
く
し
ま
す
。

母
の
死

後
、

そ
の
妹
で
あ
る
叔
母
が
成
瀬
を
溺
愛
し
ま
す
が
、

か
つ
て
母

や
祖
母
か
ら
受
け

た
愛
情
も
含
め
、

女

性
の
愛
情
は
、

父
の

厳
格
な
躾
と
は
異

な
り
、

感
情
的
で
愚

か
な
も
の
と
成
瀬

の
目
に
は
映
り
ま

し
た
。

後
に
、

そ
う

し
た
考
え
方
は
間

違

っ
て
い
た
と
語

っ
て
い
ま
す
が
、

女

子
の
教
育
を
志
す

き

っ
か
け
と
な

つ

上/父 成瀬小右衛門

左/後 年の姉 久子 (左端)と

叔母 (中央)

た
と
い
え
ま
す
。

そ
の
後
、
さ
ら
に
十
六
歳
の
と
き
に
弟
と
父
も
病
で
亡
く
し
、

他
家
に
嫁
い
だ
姉
以
外
の
肉
親
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

若
く
し
て
身
近
な
人
々
の
死
に
直
面
し
た
こ
と
は
、

成
瀬
の
宗
教

心
を
芽
生
え
さ
せ
、

そ
の
後
の
人
生
観
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
一

父
の
死
後
は
、

設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
山
口
県
教
員
養
成
所
に

入
学
。

卒
業
後
は
小
学
校
教
員
や
校
長
と
な
り
、

県
内
で
教
鞭
を

執
り
ま
し
た
。

4

山口県教員養成所跡 (山口市役所内)



キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

一
人
七
七

（明
治
十
）
年
の
夏
、

十
九
歳
と
な
っ
た
成
瀬
に
運

命
的
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
郷
里

の
先
輩

澤
山
保
羅
と
の
再
会
で
す
。

澤
山
は
、

初
め
て
日
本
で
牧

師
に
な
つ
た
人
物
で
、

同
志
社
の
新
島
妻
と
共
に
、

近
代
日
本
の

キ
リ
ス
ト
教
会
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

帰

国
後
、

大
阪
に
日
本
最
初
の
自
給
教
会
で
あ
る
浪
花
教
会
を
設
立

し
、

初
代
牧
師
と
な
つ
て
い
ま
し
た
。

将
来
進
む

べ
き
道
に
悩

ん
で
い
た
青

年
成
瀬
は
、

吉
敷
村
に
帰

省
し
た
澤
山

を
訪
ね
、
自

身
の
疑
間
や

不
安
を
ぶ

つ

け
ま
す
。

澤
山
と
の
一
晩
に
わ
た
る
議
論
は
、

成
瀬
に
深
い
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。

後
に
成
瀬
は

「
一
日
話
を
聞
い
て
、

生
ま
れ
変

わ
つ
た
よ
う
な
心
持
が
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

成
瀬
は
す
ぐ
に
澤
山
の
後
を
追
っ
て
郷
里
を
出
、

大
阪
の
浪
花

教
会
で
澤
山
か
ら
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

5

澤山保羅 (1852-1887)

大阪 浪花教会の信徒と共に。後ろから2列 、左から2人 目が成瀬。



大
阪

梅
花
女
学
校

大
阪
に
出
た
成
瀬
は
、

女
子
教
育

へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

一
人
七
人

（明
治
十

一
）
年
、
日
本
組
合
基
督
教
会
の
信
徒
に
よ

っ
て
梅
花
女
学
校

（後
の
梅
花
女
子
大
学
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

成
瀬
は
澤
山
保
羅
と
共

に
そ
の
創
立
に
参
加
し
、

た
だ

一
人
の
専
任
教
師

と
な
り
ま
す
。

教
務
か
ら

雑
務
ま
で
を

一
手
に
引

き
受
け
、

奮
闘
の
毎
日
を

送
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
頃
、

一
一十
歳

に
な

つ
た
成
瀬
は
同
じ

教
会
の
信
徒
で
あ

っ
た

服
部

マ
ス
エ
と
結
婚
し

て
い
ま
す
。

二
人
は
信
仰

を
共
に
し
、

苦
労
を
わ
か

(写真提供 :梅花学園資料室)

ち
あ
い
、

教
育
と
伝

道

活
動

に
専

心

し

ま
し
た
。

一
人
人

一

（明
治

賤　一射仰ギ一呼軒抽ば幽

務
』
を
発
刊
し
ま
す
。

神
の
前
で
は
人
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
に
基
づ
き
、

女
性
の
役
割
を
説
い
た
も
の
で
し

た
。

成
瀬
の
女
子
教
育
へ
の
考
え
方
の
根
本
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教

の
思
想
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

自
給
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
た

梅
花
女
学
校
の
経
営
状
態
は
常

に
苦
し
く
、

や
が
て
外
国
や
信
徒

以
外
か
ら
の
援
助
を
得
よ
う
と

す
る
意
見
が
出
始
め
ま
す
。

成
瀬

は
そ
れ
に
反
対
し
、

ま
た
伝
道

ヘ

の
熱
意
も
さ
ら
に
高
ま

つ
た
た

め
、

一
人
人
二
（明
治
十
五
）
年
、

辞
職
願
を
提
出
し
ま
し
た
。

6

梅花女学校

梅花女学校辞職願 (草稿)



牧
師
時
代
　
―
大
和
郡
山
―

梅
花
女
学
校
を
辞
職
し
た
成
瀬
は
、　

一
人
人
三

（明
治
十
六
）

年

一
月
、

奈
良
の
大
和
郡
山
に
開
か
れ
て
い
た
伝
道
所
に
派
遣
さ

れ
ま
す
。

年
末
に
は
大
和
郡
山
教
会
が
設
立
さ
れ
、

翌
年
、

成
瀬

に
対
し
牧
師
と
な
る
試
験
が
外
国
人
宣
教
師
や
澤
山
保
羅
、

新
島

妻
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

新
牧
師

成
瀬
仁
蔵
が
誕
生
し
ま
し

た
。明

治
に
な
リ
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
令
は
解
か
れ
た
も
の
の
、

伝
道

活
動
は
相
変
わ
ら
ず
困
難
を
極
め
、

投
石
を
受
け
た
り
、

夜
道
で

襲
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

成
瀬
の
奮
闘
に
よ
り
伝
道
の
範
囲
は
次
第
に
広
ま
り
、

教
会
員
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
日
本
組
合

基
督
教
会
は
新
潟

ヘ

派
遣
す
る
牧
師
を
求

め
て
お
り
、

成
瀬
に
そ

の
白
羽
の
矢
が
立
ち

ま
す
。

成
瀬
は

一
旦
は

断
る
も
の
の
、

重
い
病
に
侵
さ
れ
な
が
ら
も
信
仰
の
道
を
突
き
進

む
澤
山
保
羅
の
説
得
に
心
を
動
か
さ
れ
、

新
潟

へ
赴
く
決
心
を
固

め
ま
す
。

成
瀬
が
新
潟

へ
出
発
す
る
日
、

病
床
に
あ
つ
た
澤
山
が

駅
ま
で
見
送
り
に
現
れ
、

成
瀬
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
澤
山

と
の
最
後
の
面
会
と
な
り
ま
し
た
。

一覧
一鶏姦

鶴

嫁

大和郡山時代の日記。
一週間のスケジュールや、伝道の方針が書き込まれている。

20代 中頃の成瀬仁蔵



新
潟
女
学
校
の
開
校

一
人
八
六

（明

治
十
九
）
年
、

新

潟
教
会
が
設
立
さ

れ
、

成
瀬
は
初
代

牧
師
と
な
り
ま
し

た
。

港
町
で
あ
る

新
潟
に
は
、

早
く

か
ら
新
し
い
文
化

が
入
っ
て
い
ま
し

た
が
仏
教
色
が
強

い
土
地
柄
の
た
め
、

伝
道
活
動
は
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
成
瀬
の
精

力
的
な
活
動
に
よ

り
、

信
徒
は
増
え
、

伝
道
地
域
も
広
が

っ
て
い
き
ま

し
た
。

ま
た
新
潟
で
も
女
子
教
育
活

動
に
携
わ
り
、　

一
人
人
七
年
、

キ

リ
ス
ト
教
主
義
の
新
潟
女
学
校

を
開
校
し
、

校
長
に
就
任

（翌
年

牧
師
を
辞
任
）
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
男
子
中
学
校
で
あ
る
北
越
学

館
の
創
設
に
も
関
わ

つ
て
い
ま

す
。

北
越
学
館
の
教
員
の
一
人
に

は
、
日
本
女
子
大
学
校
の
第
二
代
校
長
と
な
る
麻
生
正
蔵
が
い
ま

し
た
。

二
人
は
こ
の
時
よ
り
親
交
を
深
め
、

後
に
か
け
が
え
の
な

い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
同
じ
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
く
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
奮
闘
す
る
成
瀬
で
し
た
が
、

や

が
て
自
身
の
新
し
い
道
を
模
索
し
は
じ
め
ま
す
。

今
後
の
活
動
の

指
針
を
求
め
、

ア
メ
リ
カ
留
学
を
決
意
す
る
の
で
す
。

外
国
人
宣
教
師
や
教
会
関
係
の
人
々
の
暖
か
い
支
援
を
得
て
、

一
人
九
〇

（明
治
二
三
）
年
の
年
末
、

単
身
、

ア
メ
リ
カ
ヘ
旅
立

ち
ま
し
た
。

新潟女学校の生徒と共に。最後列右から5人 目が成瀬:

新潟時代の成瀬仁蔵麻生正蔵 (1864-1949)



単
身

ア
メ
リ
カ

ヘ

一
人
九

一

（明
治
二
四
）
年

一
月
、

ァ
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
郊

外
に
着
い
た
成
瀬
を
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、

か
つ
て
大
阪

で
出
会
っ
た
レ
ヴ
ィ
ッ
ト
牧
師
と
そ
の
家
族
で
し
た
。

成
瀬
は
レ

ヴ
イ
ッ
ト
家
に
寄
宿
し
な
が
ら
、

ア
ン
ド
ー
ヴ
ア
ー
神
学
校
の
特

別
生
と
し
て
学
び
始
め
ま
す
。

家
族
全
員
が
助
け
合
う
そ
の
家
庭

生
活
に
感
銘
を
受
け
た
成
瀬
は
、

後
の
日
本
女
子
大
学
校
の
寮
の

モ
デ

ル
に

し

た

と

い

い
ま

す
。ま

た

ア

ン

ド

ー

ブ

ア
ー

神
学
校
で
は
、

牧

師

で
あ

り

社

会

学

者

と

し

て
有

名

な

タ

ッ
カ

ー

教

授

に
親

身

な

教
え
を
受
け
、

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

ア
ン
ド
ー
ブ
ア
ー
神
学
校
で
約

一
年
半
学
ん
だ
後
は
、

ク
ラ
ー

ク
大
学
に
籍
を
移
し
、
さ
ら
に
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

病
身
の
妻

を
日
本
に
残
し
、

経
済
的
に
も
余
裕
の
な
か
っ
た
成
瀬
は
、

学
位

取
得
を
あ
き
ら
め
、

短
い
期
間
に
数
多
く
の
教
育
機
関
や
宗
教

・

社
会
事
業
施
設
を
精
力
的
に
訪
問
し
、

視
祭
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
日
本
の
文
化
を
伝
え
る
た
め
、

各
地

で
講
演
会
を
行
な
い
、

成
瀬
の
最
も
尊
敬
す
る
澤
山
保
羅
の
伝
記

卜
ヽ
き
さ
母
」ざ
ミ
き
路
も
もヽ

を
出
版
し
ま
し
た
。

約
二
年
間
、

ア
メ
リ
カ
社
会
の
実
態
を
目
に
し
た
成
瀬
は
、

改

め
て
日
本
に
お
け
る
女
子
の
高
等
教
育
機
関
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

自
身
の
使
命
を
見
出
し
ま
す
。

女
子
大
学
創
設
と
い
う
大
き
な
夢

を
胸
に
、　

一
人

九

二

年

の
十

二
月
末
、

帰
国

の
途

に

つ
き

ま
し
た
。

成瀬を暖かく迎えてくれたレヴィット家の人々

W」 タッカー (1839-1926)



女
子
大
学
設
立
運
動

一
人
九
四

（明
治
二
七
）
年
、

帰
国
し
た
成
瀬
は
、

要
請
を
受

け
、

梅
花
女
学
校
の
校
長
と
な
り
ま
す
。

中
等
教
育
機
関
で
あ
る

梅
花
女
学
校
を
改
革
し
、

ア
メ
リ
カ
で
あ
た
た
め
た
女
子
高
等
教

育
構
想
を
実
現
化
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、

校
内
で
強
い
反
発
を
受

け
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
機
関
の
必
要

性
を
唱
え
た
著
書

『女
子
教
育
』
を
一
人
九
六
年
に
出
版
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

新
潟
時
代
か
ら
の
親
友

麻
生
正
蔵
の
協
力
を
得
て

ま
と
め
た
も
の
で
、

女
子
高
等
教
育
の
方
針
を

「女
子
を
人
と
し

て
教
育
す
る
こ
と
、

婦
人
と
し
て
教
育
す
る
こ
と
、

国
民
と
し
て

教
育
す
る
こ
と
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

女
子
の
半
分
以
上
が
小
学
校
に
通
っ
て
お
ら
ず
、

女
子
に
教
育

は
有
害
無
益
と
考
え
ら
れ
て
い
た
当
時
と
し
て
は
、

極
め
て
進
歩

的
な
考
え
で
あ
つ
た
と
い
え
ま
す
。

後
に
平
塚
ら
い
て
う
は
、

こ

の

『女
子
教
育
』
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
、
日
本
女
子
大
学
校
に

入
学
し
て
い
ま
す
。

成
瀬
は
梅
花
女
学
校
を
辞
し
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
女
子
高
等

教
育
機
関
設
立
の
運
動
を
始
め
ま
す
。

『女子教育』
1896(明 治 29)年  青 木嵩山堂
題字 「恒徳」は西園寺公望による。



不
屈
の
信
念

成
瀬
は
著
書

『女
子
教
育
』
を
携
え
て
、

女
子
大
学
設
立
に
賛

同
し
て
く
れ
る
有
力
な
協
力
者
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
大
阪

府
知
事
で
成
瀬
と
同
郷
の
内
海
忠
勝
を
訪
間
、

そ
の
後
も
次
々
と

人
脈
を
辿
り
、

多
く
の
政
治
家
、

財
界
人
、

教
育
家
の
も
と
を
訪

ね
ま
し
た
。

世
間
か
ら

「山
師
」
な
ど
の
批
判
を
受
け
な
が
ら
も
、

伊
藤
博
文
、

西
園
寺
公
望
、

大
隈
重
信
、

渋
沢
栄

一
、

板
垣
退
助
、

山
県
有
朋
な
ど
当
時
の
日
本
の
政
治
経
済
を
担
う
人
々
を
粘
り
強

く
説
得
し
、　

一
人
九
人

（明
治
三

一
）
年
、

漸
く
創
立
事
務
所
の

開
設
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、

経
済
不
況
が
影
響
し
、

運
動
は

一
進

一
退
を
重
ね

ま
す
。

ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、

病
状
の
悪
化
し
た
妻
を
親
戚

に
預
け
る
形
で
離
婚
す
る
こ
と
と
な
り
、

悩
み
深
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
。

開
校
地
を
東
京

。
大
阪
の
い
ず
れ
に
す
る
か
、

東
京
女

学
館
と
の
合
併
案
な
ど
様
々

な
問
題
が
起
こ
り
ま
す
が
、　

一

九
〇
〇
年
、

三
井
家
か
ら
東
京

目
白
の
土
地
が
寄
付
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
す
る
と
、

運
動
は

開
校
に
向
け
て

一
気
に
進
展

し
ま
し
た
。

た

っ
た

一
人
の
貧
乏
サ
ム

ラ
イ
の
不
屈
の
信
念
が
、
日
本

で
初
め
て
の
総
合
的
な
女
子

の
高
等
教
育
機
関
を
誕
生
さ

せ
た
の
で
す
。

１
上

１
上

内海 忠勝大隈 重信

渋沢 栄一西園寺 公望

開校を前に建築中の校舎



日
本
女
子
大
学
校
の
創
立

一
九
①

一

（明
治
三
四
）
年
四
月
二
十
日
、

五

一
①
名
の
新
入

生
を
迎
え
て
、

女
子
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関

「日
本
女
子
大
学

校
」
が
開
校
ｔ
ま
し
た
。

成
瀬
が
四
二
歳
の
と
き
で
し
た
。

日
本
女
子
大
学
校
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
で
は
な
く
、

開

校
時
は
、

家
政
学
部
、

国
文
学
部
、

英
文
学
部
の
三
つ
の
学
部
と

附
属
高
等
女
学
校
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

学
問

へ
の
意
欲
に
燃
え

る
、

年
齢

・
職
業
も
様
々
な
女
性
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

開
校
時
の
教
員
数
は
約
五
十
名
、

そ
の
招
聘
に
は
並
々
な
ら

ぬ
苦
労
が
あ
り
、

成
瀬
自
ら
が
要
請
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

設
立

上/春 雨の中、約 13側名カラ」席し、開校式
が挙行された。

下/開 校当時の正門

の
趣
旨
を
充
分

に
理
解
し
、

教

育
方
針
に
お
い

て
も
、

従
来
の

よ
う
に
教
員
が

一
方
的
に
行
な

う
授
業
で
は
な

く
、

生
徒
自
身

が
学
び
考
え
る

教
育
法
に
賛
同

す
る
教
員
が
求

め
ら
れ
た
か
ら

で
し
た
。

そ
う
し
た
成

瀬
の
熱
意
が
伝
わ
り
、

帝
国
大
学
な
ど
か
ら
優
れ
た
教
授
陣
が
集

ま
り
ま
し
た
。

米

・
英
の
外
国
人
教
師
や
、

留
学
帰
り
の
体
育
教

師
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
シ
エ
フ
や
著
名
な
画
家
、

礼
法
の
家
元
な

ど
様
々
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
も
加
わ
り
、

成
瀬
校
長
と

一
体

と
な
つ
て
授
業
を
行
な
い
ま
し
た
。　

　
　
　
」
生
径

は
制
日
本
女
子

大
学
校
の
学
生 開校当時の教職員。中列右から5人 目が成瀬。
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エ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

「

成
瀬
の
教
育
理
念

日
本
女
子
大
学
校
で
は
、

成
瀬
校
長
の
も
と
様
々
な
特
色
あ
る

教
育
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
家
事

，
裁
縫
な
ど
の
花
嫁

修
業
と
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
家
政
の
分
野
を

一
学
問
と

し
て
確
立
、

理
科
教
育
に
重
点
を
置
き
、

実
験

。
実
習
を
重
視
し

ま
し
た
。

ま
た
体
育
を
必
修
科
目
と
し
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や

野
球
、

ダ
ン
ス
、
自
転
車
な
ど
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。

秋
に
は
大
規
模
な
運
動
会
を
開
催
し
、
「東
京
名
物
」
と
ま

で
言
わ
れ
、

世
間
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る

上/顕 微鏡を使い実験を行なう生徒

下/成 瀬が考案した日本式バスケットボール

良
妻
賢
母
を
育
て
る
古
い
女
子
教
育
と
は

一
線
を
画
し
た
新
し
い

教
育
法
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、

成
瀬
校
長
に
よ
る

「実
践
倫
理
」
の
講
義
が
週
に

一

回
行
な
わ
れ
、

講
堂
に
集
っ
た
生
徒
は
、

教
育

。
社
会

・
哲
学

・

宗
教

・
時
事
問
題
な
ど
国
内
外
に
わ
た
る
幅
広
い
テ
ー
マ
の
講
話

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

成
瀬
の
理
想
は
大
き
く
、

将
来
は
、

幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
の

一
貫

教

育

体

制
を
作
り
、

医

学

や

芸

術

分

野
な
ど
、

多
岐

に

わ

た

る
学

部

を

備

え

た

総

合

大

学

を

完

成

さ

せ

る

こ
と

を

目
指

し

て

い
ま

し

た
。

講堂で講義を行なう成瀬。講義はしばしば日の暮れるまで続けられた。
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学
園
の
充
実
　
第
一あ
る
ア
ッ
プ

開
校
か
ら
五
年
後
の
一
九
①
六

（明
治
二
九
）
年
、
日
本
女
子

大
学
校
は
実
業
家

森
村
市
左
衛
門
が
率
い
る
社
会
貢
献
団
体

「森

村
豊
明
会
」
か
ら
多
額
の
寄
付
を
受
け
、

教
育
学
部
と
附
属
小
学

校

・
幼
稚
園
を
新
設

一

し
ま
し
た
。

併
せ
て

，！

校
舎
と
図
書
館
兼

！

講
堂

（成
瀬
記
念
講

！

堂
の
前
身
）
も
建
設

！

さ
れ
ま
し
た
。　

　
　
ｉ

ま
た
同
年
夏
に

，

は
、

三
井
家
の
厚
意

！

に
よ
る
夏
期
寮

「三

一

泉
寮
」
が
軽
井
沢
に

一

開
寮
し
、

毎
年
、

夏

期
学
校
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
り

！

ま
し
た
。　

一
九
〇
人

一

年
に
は
最
新

の
実

験
設
備
を
備
え
た

「香
雪
化
学
館
」
も

建
設
さ
れ
、

学
園
は

次
第
に
充
実
し
て

い
き
ま
し
た
。

成
瀬
は
生
徒
が

卒
業
後
も
生
涯
に

わ
た

っ
て
学
び
続

け
、

社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
希
望
し

ま
し
た
。

そ
う
し
た

成
瀬

の
期
待
に
応

えヽ
、

第

一
回
卒
業
生
が
同
窓
会
組
織

「桜
楓
会
」
を
結
成
し
ま
す
。

桜
楓
会
は
、

機
関
紙
の
発
行
の
他
、

託
児
所

・
夜
間
女
学
校
の

設
立
、

バ
ザ
ー
の
開
催
、

災
害
時
の
救
援
活
動
な
ど
様
々
な
社
会

活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
成
瀬
は
、

広
く
女
性
に
学
ぶ
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
訴
え
、

桜
楓
会
を
中
心
に
夏
期
講
習
会
や
通
信

教
育
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

豊明図書館兼講堂 (1906年竣工)。右方は教育学部校舎。

三泉寮開寮式 (1906年)。後列中央が成瀬、その左は三井三郎助。
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女
子
高
等
教
育
の
普
及

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
、

漸
く
開
校
し
た
日
本
女
子
大

学
校
で
し
た
が
、

女
子
高
等
教
育
に
対
す
る
世
間
の
風
当
た
り
は

相
変
わ
ら
ず
強
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
日
露
戦
争
後
の
不
況
の
あ

お
り
を
受
け
、

明
治
末
頃
の
日
本
で
は
、

女
子
教
育
界
全
体
の
勢

い
が
衰
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、　

一
九
①
六

（明
治
三

九
）
年
、

成
瀬
は

女
子
高
等
教
育
問

題
の
研
究
会

「毎

月
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
に

は
、

在
京
の
教
育

関
係
者
や
各
女
学

校
の
校
長
な
ど
が

集
ま
り
、

活
発
な

意
見
交
換
を
重
ね

ま
し
た
。

「毎月会」メンバーと来校のスタンフォー ド大学総長と共に (1911

年)。前711左から長井長義、成瀬、大限重信、スタンフォー ド大学

総長ジョルダン博士、渋沢栄一。

ま
た
、

成
瀬

は
女
子
高
等
教

育

へ
の

一
般
の

理
解
を
深
め
る

た
め
、

渋
沢
栄

一
や
森
村
市
左

衛
門
、

大
隈
重

信
ら
日
本
女
子

大
学
校
の
評
議

員
と
共
に
、

北

越
地
方
や
関
西

方
面
で
講
演
会

を
開
き
ま
し
た
。

さ
ら
に

『
進
歩

と
教
育
』
、

『新
時
代
の
教
育
』
な
ど
の
著
書
を
刊
行
し
、

教
育
論

を
展
開
し
ま
し
た
。

国
に
よ
り
教
育
調
査
会
や
臨
時
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ
る
と
成

瀬
は
そ
の
委
員
に
任
命
さ
れ
、

教
育
全
般
に
対
し
て
も
積
極
的
な

発
言
を
行
な
い
ま
し
た
。

壇上、左から成瀬、渋沢栄一、森村市左衛門。

北越地方巡回講演 (1910年)。
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新
た
な
社
会
活
動

成
瀬
は
情
熱
的
な
教
育
活
動
を
行
な
う

一
方
、

新
た
な
社
会
活

動
も
展
開
し
ま
し
た
。

一
九

一
二

（明
治
四
五
）
年
、

渋
沢
栄

一
、

森
村
市
左
衛
門
、

姉
崎
正
治
、

浮
田
和
民
ら
と
共
に
思
想
団
体

「帰

一
協
会
」
を
結

成
し
ま
す
。

帰

一
協
会
は
、

第

一
次
世
界
大
戦
前
夜
の
不
穂
な
状

況
の
中
、

様
々
な
宗
教
や
思
想
の
調
和

・
交
流
を
目
的
と
し
、

実

業
家
、

宗
教
家
、

教
育
家
、

思
想

家
、

学
者
な
ど

当
代
を
代
表
す

る
人

々
が
数
多

く
参
加
し
ま
し

た
。活

動

の
最
も

盛
ん
で
あ

っ
た

大
正
初
め
頃
に

は
、

会
員
数
は

一
三
①
人
を

超
え
ま
し
た
。

例
会
で
は
、

宗

教
、

社
会
、

経

済
、

政
治
、

国

際
な
ど
幅
広

い
問
題
が
活

発
に
話

し
合

わ
れ
ま
し
た
。

ま

た
成

瀬

は
、

海
外

の

人

々
に
も
帰

一
協
会
の
趣
旨
を
広
め
る
た
め
、　

一
九

一
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
、

ア
メ
リ
カ
と
ョ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

各
国
を
精
力

的
に
ま
わ
り
、

約

一
七
①
人
も
の
知
識
人
の
賛
同
の
署
名
を
集
め

て
い
ま
す
。

成
瀬
は
、
日
記
の
中
で
自
ら
の
天
職
を

「社
会
改
良
者
」
で
あ

る
と
記
し
て
い
ま
す
。
「帰

一
協
会
」
の
活
動
は
、

女
子
教
育
に
と

ど
ま
ら
な
い
成
瀬
の
大
き
な
理
想
の
一
端
を
表
し
て
い
ま
す
。

サンフランシスコにて (1912年)。前列中央が成瀬。

ロサンゼルスヘ到着した成瀬 (1912年)
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深
ま
る
思
想

帰

一
協
会
の
活
動
に
窺
え
る
よ
う
に
、

晩
年
の
成
瀬
の
思
想
は

キ
リ
ス
ト
教
の
枠
を
超
え
、

さ
ら
に
広
く
深
化
し
た
も
の
に
変
化

し
て
い
き
ま
し
た
。

思
想
家
エ
マ
ソ
ン
や
詩
人
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
、

イ
ン
ド
の
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
の
著
作
に
共
感
し
、

生
徒
に
も
し
ば
し

ば
語
っ
て
い
ま
す
。

一
九

一
六

（大
正
五
）
年
、

タ
ゴ
ー
ル
が
来
日
す
る
と
、

成
瀬

は
さ
つ
そ
く
日
本
女
子
大
学
校
で
の
講
演
を
依
頼
し
ま
し
た
。

タ

ゴ
ー
ル
は
講
堂
で
詩
を
朗
読
、

そ
の
後
、

軽
井
沢
三
泉
寮
も
訪
れ
、

生
徒
た
ち
と
瞑
想
を
共
に
し
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
の
夏
に
は
、

成
瀬
が

「軽
井
沢
出
上
の
生
活
」
と
題

し
た
十
回
の
連
続
講
義
を
行
な
つ
て
い
ま
す
。

欧
米
の
思
想
家
を

紹
介
し
つ
つ
、

信
念
の
確
立
、

帰

一
思
想
、

婦

人

の
使
命
な

ど
に

つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、

本
学
に
は
宮
沢
賢
治
の
妹
ト
シ
が
在
学
し
て
お
り
、
ト

シ
は
学
校
で
見
聞
き
し
た
成
瀬
や
タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
を
書
簡
で
賢

治
に
伝
え
、

そ
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
①

来校したタゴールと共に(1916年)

軽井沢三泉寮 「大もみの木」の下で講演を行なう成瀬 (1917年)

ワ
ｒ

ｌ
■



不
治
の
病
と
告
別
講
演

日
本
女
子
大
学
校
の
創
立
か
ら
十
七
年
が
経
過
し
た

一
九

一
人

（大
正
七
）
年
秋
、

成
瀬
は
身
体
の
異
変
に
気
づ
き
ま
す
。

医
師

の
診
断
結
果
は
肝
臓
癌
で
し
た
。

重
い
病
状
を
感
じ
取
つ
て
い
た
成
瀬
は
、

入
院
を
こ
ば
み
、

最

後
の
仕
事
を
続
け
ま
し
た
。

翌
年

一
月
二
九
日
に
は
講
堂
に
お
い

て
告
別
講
演
を

行
な

い
、

自
身

の
病
状
と
日
本

女
子
大
学
校

の

将
来
に

つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

し

ば
ら
く
は
小
康

状
態
が
続
き
、

多
く

の
見
舞
客

と
面
会
し
、

求

め
に
応
じ
て
死

の
前

日
ま
で
揮

宅
を
続
け
ま
し

告別講演 (1919年1月 29日)。成瀬は生徒 口卒業生、学園関係者を前に
1時間20分にわたる最後の講演を行なつた。

た
。

本
学
の
教
育
理
念

「三
綱

領
」
も
こ
の
時
に
遺
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、

最
後
の
一
瞬
ま
で
普

段
の
生
活
の
延
長
と
考
え
、

看

病
に
過
度
の
費
用
を
か
け
な

い
よ
う
に
諭
し
、
自
身
の
看
病

を
通
し
て
、

病
人
看
護
の
研
究

に
役
立
て
る
よ
う
指
示
し
ま

し
た
。

そ
こ
に
は
、

死
に
泰
然
と
向
き
合
う
成
瀬
の
静
か
な
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

一
九

一
九
年
二
月
四
日
午
前
八
時
二
十
分
、

多
く
の
学
校
関
係

者
に
見
守
ら
れ
、

「オ
オ
万
事

好
都
合
だ
、

総
て
満
足
だ
」
の

言
葉
を
最
後
に
、

成
瀬
は
眠
る

よ
う
に
息
を
引
き
取
り
ま
し

た
。

享
年
六
十
。

枕
元
に
残
さ
れ
た
手
帳

の

最
後
の
ペ
ー
ジ
に
は

「今
後
は

真
に
時
間

・
空
間
を
超
越
す
」

と
あ
り
ま
し
た
。

堪含ゑイ蘇窓4彦

:を,旗嫁せ軽碁奪

轄姦未蒐蒸
三綱領。没する約 lヶ月前に揮亀された。

「永眠の成瀬先生」 柳 敬助 画
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と

わ

「永
劫
に
生
く
」

＊
「告
別
の
歌
」
の
歌
詞
よ
り

一
九

一
九

（大
正
人
）
年
二
月
四
日
、

成
瀬
が
没
す
る
と
、

各

新
聞
は

一
斉
に
そ
の
訃
報
を
大
き
く
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
教
育
関

係
者
に
よ
り
追
悼
講
演
会
が
行
な
わ
れ
、

福
沢
諭
吉
、

新
島
妻
と

並
ぶ
教
育
家
と
し
て
そ
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。

葬
儀
は
成
瀬
の
遺
志
に
よ
り
、
ど
の
宗
教
に
も
よ
ら
な
い

「告

別
式
」
の
形
が
と
ら
れ
、
日
本
女
子
大
学
校
の
講
堂
に
お
い
て
執

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

二

千
人
を
越
え
る
人
々
が
出

席
し
、

大
隈
重
信
ら
評
議

員
の
弔
辞
の
後
、

成
瀬
が

生
前
に
卒
業
生
に
作
ら
せ

た

「告
別
の
歌
」
が
生
徒

に
よ
つ
て
合
唱
さ
れ
ま
し

た
。

夕
暮
れ
の
中
、

大
勢

の
人
々
の
涙
に
見
送
ら
れ
、

柩
は
馬
車
で
雑
司
が
谷
の

墓
地
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
後
の

一
九

二
二
年
、

渋
沢
栄

一
ら
評
議
員

の
寄
付
に
よ
っ
て
現
在
の
墓

碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

一
九
二
三

（昭
和
八
）
年
に
は
、

十
四
年
も
の
歳
月
を
か
け
高

村
光
太
郎
が
制
作
し
た
成
瀬

の
胸
像
が
完
成
し
、

講
堂
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
い
な
か
つ
た
成
瀬
は
、
自
身
の
没
後
、

家
を
断
絶
す

る
道
を
選
び
ま
し
た
が
、
日
本
女
子
大
学
、

す
な
わ
ち
大
勢
の
教

え
子
た
ち
が
そ
の
志
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
、

墓
を
守
り
続
け
て
き

ま
し
た
。

命
日
が
近
づ
く
と
、

成
瀬

の

墓
前
に
は
今
も
、

故
人
の
好
き

だ

つ
た
フ
リ
ー
ジ
ア
が
手
向
け

ら
れ
ま
す
。

V｀

成瀬仁蔵告別式 (1919年)

成瀬仁蔵胸像 高 村光太郎作

成瀬が没してから3年後に基碑が建てられた。
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成瀬仁蔵 年 譜

年 年齢 事項

1858(安 政 5)

1863(文 久 3)

1865(慶 應元)

1874(明 治 7)

1875(明 治 8)

1876(明 治 9)

1877(明 治 10)

1878(明 治 11)

1879(明 治 12)

1881(明 治 14)

1882(明 治 15)

1883(明 治 16)

1886(明 治 19)

1887(明 治 20)

1890(明 治 23)

1891(明 治 24)

1892(明 治 25)

1893(明 治 26)

1894(明 治 27)

1896(明 治 29)

1898(明 治 31)

1901(明 治 34)

1906(明 治 39)

1910(明 治 43)

1911(明 治 44)

1912(明 治 45)

1913(大 正 2)

1914(大 正 3)

1915(大 正 4)

1916(大 正 5)

1917(大 正 6)

(大正 7)

(大正 8)

(大正 11)

(昭和 8)

(昭和 9)

5

7

16

７

８

９

０

１

３

４

５
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９

２

３

４

９
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０
Ｄ
・
　

０
０

　

ア
七

４

５

６

７

８

旧暦の 6月 23日 、周防国吉敷村 (現在の山口県山口市吉敷)に 長州藩の下級武士

成瀬小右衛門、歌子の長男 として生まれる。
この頃、吉敷の郷校憲章館に入学。

祖母、母を失い、やがて継母を迎える。

山口県小郡の医師のもとで翌年まで助手として働 く。

弟、続いて父を失 う。

山口県教員養成所に入学。

山口県教員養成所を卒業。県内の小学校訓導となる。
夏、澤山保羅によリキリス ト教に触れ、出郷。大阪の浪花教会において受洗。
大阪に梅花女学校が開校され、主任教師となる。
服部マスエと結婚。

『婦女子の職務』出版。

梅花女学校を辞 し、キリス ト教伝道に専念する。
大和郡山の伝道所に赴任。翌年、按手礼を受け、郡山教会の初代牧師となる。
新潟へ赴任。新潟教会初代牧師となる。

新潟女学校を開校、校長に就任。設立に参与した北越学館開校。翌年、牧師を辞任。
新潟女学校を辞 し、年末、アメリカに留学。
アン ドーブァー神学校に入学、社会学者タッカーに師事。
9月 、クラーク大学に移 り、主として女子教育を研究。翌年にかけて各地の女子大
学、社会事業施設等を見学。
ンあユernゑ ガ 挽 フゅ 2r2を出版。
1月 帰国。3月 、梅花女学校校長となる。

『女子教育』出版。梅花女学校を辞 し、女子大学設立運動に着手。
病身の妻 マスエを親戚に預ける形で離婚 (翌々年、マスエ没)。
大阪および東京に女子大学創立事務所を開設。
日本女子大学校を創設、初代校長となる。
女子高等教育研究会 「毎月会」を始める。

英文雑誌 LIFE(後 を財 カワ Zゴ御7)を 発刊。
女子高等教育普及のため、 日本女子大学校評議員 と共に北越地方で講演を行なう。
日本女子大学校創立 lo年 を記念 し、評議員 と共に関西地方で講演を行な う。
『進歩と教育』出版。

帰
一

協会を組織。教育視察および帰一協会の趣旨を広めるため、欧米に出発。
3月 帰国。教育調査会会員に任命 され、「大学教育改善案」を提出。
『新時代の教育』出版。

勲五等端宝章を受ける。

イン ドの詩聖タゴールを日本女子大学校に迎える。
『新婦人訓』出版。

軽井沢三泉寮において 「軽井沢山上の生活」と題 して十回講義を行なう。
臨時教育会議委員に任命 される。

『世界統御の力』出版。

腸チフスにて赤十字病院に入院。

赤十字病院を退院し、国府津で静養。秋ごろ、腹部に異常を感 じる。
『女子教育改善意見』出版。
1月 、医師より肝臓癌の診断を受ける。
1月 29日 、学校関係者を集めて告別講演を行なう。
2月 、三綱領 「信念徹底」「自発創生」「共同奉仕」を揮宅。
3月 4日 、永眠。3月 9日 、講堂にて告別式、雑司ヶ谷墓地に眠る。
雑司ヶ谷墓地に墓碑が建設される。

高村光太郎作 「成瀬仁蔵胸像」除幕式。

が建設される (現在、山田市の史跡に指定)。

日本女子大学成瀬記念館編集 口発行 2008年 6月 23日
*無 断転載、複製はご遠慮 ください
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